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        田尻町に公の施設を利用させること並びに古川市、松山町、三            

  本木町、鹿島台町、岩出山町、鳴子町及び田尻町の公の施設を              利用する

ことを廃止する協議について 

   第 ４ 議案第２０号 大崎市に公の施設を利用させること及び大崎市の公の施設を利 

           用することの協議について 

第 ５ 議案第２１号 大崎地域広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少      

     及び組合規約の変更について 

第 ６ 議案第２２号 宮城県市町村自治振興センターを組織する地方公共団体の数の      

     減少について 

第 ７ 議案第２３号 宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の      

     減少及び組合規約の変更について 

第 ８ 議案第２４号 宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

第 ９ 議案第２５号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地方公共      

     団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合           規

約の変更について 

第１０ 議案第２６号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地方公共      

     団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合           規

約の変更について 

第１１ 議案第２７号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更について 

第１２ 議案第２８号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で      

     設置する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う規約の変更に           つ

いて 

第１３ 議案第２９号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置      

     する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う規約の変更につい           て 

第１４ 議案第３０号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で      

     設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更に           つ

いて 

第１５ 議案第３１号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置      

     する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更につい           て 

第１６ 議案第３２号 大崎地方水道水質検査協議会の廃止について 
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第１７ 議案第３３号 平成１７年度加美町一般会計補正予算（第１０号） 

第１８ 議案第３４号 平成１７年度加美町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３      

     号） 

第１９ 議案第３５号 平成１７年度加美町老人保健特別会計補正予算（第３号） 

第２０ 議案第３６号 平成１７年度加美町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

第２１ 議案第３７号 平成１７年度加美町営駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 

第２２ 議案第３８号 平成１７年度加美町小野田温泉保養センター等事業特別会計補      

     正予算（第３号） 

第２３ 議案第３９号 平成１７年度加美町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

第２４ 議案第４０号 平成１７年度加美町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号） 

第２５ 議案第４１号 平成１７年度加美町工業用地等造成事業特別会計補正予算（第      

     ３号） 

第２６ 議案第４２号 平成１７年度加美町水道事業会計補正予算（第４号） 

第２７ 議案第４３号 平成１８年度加美町一般会計予算 

第２８ 議案第４４号 平成１８年度加美町国民健康保険事業特別会計予算 

第２９ 議案第４５号 平成１８年度加美町老人保健特別会計予算 

第３０ 議案第４６号 平成１８年度加美町介護保険特別会計予算 

第３１ 議案第４７号 平成１８年度加美町介護サービス事業特別会計予算 

第３２ 議案第４８号 平成１８年度加美郡介護認定審査会特別会計予算 

第３３ 議案第４９号 平成１８年度加美町霊園事業特別会計予算 

第３４ 議案第５０号 平成１８年度加美町営駐車場事業特別会計予算 

第３５ 議案第５１号 平成１８年度加美町下水道事業特別会計予算 

第３６ 議案第５２号 平成１８年度加美町浄化槽事業特別会計予算 

第３７ 議案第５３号 平成１８年度加美町工業用地等造成事業特別会計予算 

第３８ 議案第５４号 平成１８年度加美町水道事業会計予算 

 

   本日の会議に付した事件 

    日程第１から日程第３８まで
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    午前１０時００分 開議 

○議長（米澤秋男君） 皆さん、おはようございます。 

 本日は、大変御苦労さまです。 

  ただいまの出席議員は15名であります。２番米木正二君、６番門脇幸悦君、14番福島久義君、15番尾形 

勝君より遅参届が出ております。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（米澤秋男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第 116条の規定により、11番佐藤善一君、12番近藤義次君を指名いた

します。 

 昨日、下山孝雄議員の質問に対しての答弁漏れがありましたので、税務課長より発言の申し出があります

ので、それを許可いたします。税務課長。 

○税務課長（古内公雄君） きのう、下山議員に答弁した数値 283については、きのう議決いただいた改正案の

試案を作成中の数字であり、平成17年度分については 170と訂正させていただきます。 

 それから、17年度の当初予算に対してきのう議決いただいた数値の差ということでございますので、答弁

を申し上げたいと思います。 

 所得割の額については２億 3,159万円の増でございます。資産割については 1,883万円の減でございま

す。均等割については 5,000円アップですから、 8,176万 2,000円の増です。それから、平等割が３万 2,00

0円から３万 8,400円でございますので、 3,732万 6,000円です。これらのトータルが３億 3,184万 8,000円

でございます。 

 それから、限度超過の世帯でございますが、先ほど答弁申し上げましたとおり、平成17年度の 170世帯が 

484世帯にふえます。その差額が 314世帯です。それらの限度超過額の額のトータルが 6,202万 8,000円でご

ざいます。以上でございます。 

○議長（米澤秋男君） よろしいですね。 

 

    日程第 ２ 議案第１８号 加美玉造土地開発公社の定款変更について 

      第 ３ 議案第１９号 古川市、松山町、三本木町、鹿島台町、岩出山町、鳴子 

                 町及び田尻町に公の施設を利用させること並びに古川市、 

                 松山町、三本木町、鹿島台町、岩出山町、鳴子町及び田 
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                 尻町の公の施設を利用することを廃止する協議について 

      第 ４ 議案第２０号 大崎市に公の施設を利用させること及び大崎市の公の施      

           設を利用することの協議について 

      第 ５ 議案第２１号 大崎地域広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数 

              の減少及び組合規約の変更について 

   第 ６ 議案第２２号 宮城県市町村自治振興センターを組織する地方公共団体      

        の数の減少について 

   第 ７ 議案第２３号 宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体      

        の数の減少及び組合規約の変更について 

   第 ８ 議案第２４号 宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

   第 ９ 議案第２５号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地      

        方公共団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員            

  補償報償組合規約の変更について 

   第１０ 議案第２６号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地      

        方公共団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員            

  補償報償組合規約の変更について 

   第１１ 議案第２７号 宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更に      

        ついて 

   第１２ 議案第２８号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を      

        共同で設置する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う            

  規約の変更について 

   第１３ 議案第２９号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同      

        で設置する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う規約            

  の変更について 

   第１４ 議案第３０号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を      

        共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う            

  規約の変更について 

   第１５ 議案第３１号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同      

        で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約            

  の変更について 
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      第１６ 議案第３２号 大崎地方水道水質検査協議会の廃止について 

○議長（米澤秋男君） お諮りいたします。 

 日程第２、議案第18号加美玉造土地開発公社の定款変更について、日程第３、議案第19号古川市、松山

町、三本木町、鹿島台町、岩出山町、鳴子町及び田尻町に公の施設を利用させること並びに古川市、松山

町、三本木町、鹿島台町、岩出山町、鳴子町及び田尻町の公の施設を利用することを廃止する協議につい

て、日程第４、議案第20号大崎市に公の施設を利用させること及び大崎市の公の施設を利用することの協議

について、日程第５、議案第21号大崎地域広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規

約の変更について、日程第６、議案第22号宮城県市町村自治振興センターを組織する地方公共団体の数の減

少について、日程第７、議案第23号宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

組合規約の変更について、日程第８、議案第24号宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について、日程

第９、議案第25号宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地方公共団体の数の減少及び宮城県

市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更について、日程第10、議案第26号宮城県市町村非常勤消防団

員補償報償組合を組織する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変

更について、日程第11、議案第27号宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更について、日程第1

2、議案第28号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体の数の減

少及びそれに伴う規約の変更について、日程第13、議案第29号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審

査会を共同で設置する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う規約の変更について、日程第14、議案第30号

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに

伴う規約の変更について、日程第15、議案第31号宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で

設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変更について、日程第16、議案第32号大崎地方水道

水質検査協議会の廃止について、以上15件はいずれも市町村合併に伴う議案であり、関連いたしております

ので、会議規則第36条の規定に基づき、一括議題、一括採決といたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、日程第２、議案第18号から日程第16、 

議案第32号までを一括議題、一括採決することに決しました。 

 日程第２、議案第18号から日程第16、議案第32号までを一括議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） おはようございます。 

 ２日目でありますが、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 
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 ただいま議長から議案第18号から議案第32号まで一括提案がございましたので、一括提案説明をさせてい

ただきます。 

 議案第18号、加美玉造土地開発公社の定款変更について、議案第19号、古川市、松山町、三本木町、鹿島

台町、岩出山町、鳴子町及び田尻町に公の施設を利用させること並びに古川市、松山町、三本木町、鹿島台

町、岩出山町、鳴子町及び田尻町の公の施設を利用することを廃止する協議について、議案第20号、大崎市

に公の施設を利用させること及び大崎市の公の施設を利用することの協議について、議案第21号、大崎地域

広域行政事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規約の変更について、議案第22号、宮城県市

町村自治振興センターを組織する地方公共団体の数の減少について、議案第23号、宮城県市町村職員退職手

当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び組合規約の変更について、議案第24号、宮城県市町村職員退

職手当組合規約の変更について、議案第25号、宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更について、議案第26号、宮城県

市町村非常勤消防団員補償報償組合を組織する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村非常勤消防団員補

償報償組合規約の変更について、議案第27号、宮城県市町村非常勤消防団員補償報償組合規約の変更につい

て、議案第28号、宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体の数

の減少及びそれに伴う規約の変更について、議案第29号、宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会

を共同で設置する地方公共団体の数の減少及びそれに伴う規約の変更について、議案第30号、宮城県市町村

等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体の数の増加及びそれに伴う規約の変

更について、議案第31号、宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する地方公共団体

の数の増加及びそれに伴う規約の変更について、議案第32号、大崎地方水道水質検査協議会の廃止につい

て、以上15カ件は、廃置分合による大崎市や気仙沼市の誕生に伴う一部事務組合等の規約の変更や協議を行

うものであることから、別紙のとおり議案番号、議案名、議案の効力発生する日、その根拠法令、議案の概

要をまとめましたので、その資料をもって一括説明をさせていただきたいと思います。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。12番近藤義次君。 

○12番（近藤義次君） このことには賛成申し上げるわけでございますが、関連して町長にお尋ねをするんです

が、町村長会の存在というのはどういう形になるわけですか。議長会も解散ということになるんですけれど

も、この辺も議長にもお聞きしたいんですが、今後の大崎町村長会、あるいは大崎議長会のあり方についてで

すね、多分解散したからといって皆なくなるわけではないと思いますが、４月からの考え方なり進め方につい

てお尋ねをいたしたいと思います。 
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○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） ただいまの御質問でございますが、大崎町村会は３月30日をもって廃止となります。そ

れで、正確には３月31日ということになろうかと思いますが、新年度からは大崎町村会の方針として決定をい

たしましたことは、町村会は廃止をすると。事務局もなくすと。それで、いろいろな事務が、それでも法令外

負担金の審査等々について事務的なものは多少残るということがありまして、その件については大崎地域広域

行政事務組合に付託をするということで決定をいたしております。 

 しかし、考えてみますと、いわゆる大崎地方から北部の各市町村はほとんどが合併をしております。大崎

には加美町と色麻町、そして美里町、そして涌谷町と４町残るわけでありますし、また、南三陸町、本吉

町、女川町、この３町が残る。大崎以北では７町しか残っていないということなんですが、一転翻りまし

て、いわゆる黒川郡以南といいますか、については全然合併が進んでいなくて、町村会が厳として存在をし

ているという現状を見まして、やはり北の方としても、何らかの組織がなければバランス上まずいのではな

いかと私自身も考えまして、実は大崎地域に残る四つの町に声がけをいたしまして、何らかの形で組織を残

すべきではないのかということを相談をいたしまして、それを受けて、それでは南三陸町ほか女川町、本吉

町にも相談をしてみようということでお話しかけをいたしました。また、そこからは進んでいないのであり

ますが、多分、県北町村会的な組織ができるのではないか。方向としてはそういう方向で、美里町の町長を

代表にして話しかけをいただくように。それで、とりあえず北の３町にはお話をして、大方の方向について

の賛成をいただいておりますので、そんなことで進むだろうと思います。 

 議長会については、米澤議長初めおいででありますから、話し合いをしていただいて、もしかすれば、私

どもとも話をすることについてはやぶさかではないので、方向性を探っていきたいと思っております。 

○議長（米澤秋男君） 議長会の方もですか。（「はい」の声あり） 

 大崎議長会は、去る２月15日に解散式をやって、一応解散いたしました。任期は３月31日まで一応存在す

るわけですけれども、今後４町の議長方々ですね、連絡協議会的な形をとって、そしてまたその代表を１

名、県の町村議長会の方に派遣する、送るということになっておりまして、既に美里町の沼津議長がその代

表者ということになって決定をしております。 

 今後、そういう形で連絡協議会的な形で、これまでのような活発な議長会としての動きはできないと思い

ますけれども、やはりお互いに町としての存在があるわけですから、議長会としてもそれなりに町村会に準

じて活動してまいりたいというふうに考えておることをお互いに確認をいたしました。以上でございます。 

 ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 
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 これより日程第２、議案第18号から日程第16、議案第32号までを採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、日程第２、議案第18号から日程第16、議案第32号まで

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

 

     日程第１７ 議案第３３号 平成１７年度加美町一般会計補正予算（第１０号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第17、議案第33号、平成17年度加美町一般会計補正予算（第10号）を議題といたし

ます。 

 本件について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第33号、平成17年度加美町一般会計補正予算（第10号）について説明申し上げま

す。 

 今回、既定予算から歳入歳出それぞれ２億 8，485万 9，000円を減額し、歳入歳出それぞれ 154億 8,822万

 8,000円とする補正予算と、中新田文化会館改修事業の継続費の変更及び町道整備事業など４件の繰越明許

費の設定のほか、各種委託業務等の債務負担行為の追加17件、統合保育所建設事業など12件の地方債の変更

を行うものであります。 

 歳入の主なものにつきましては、地方交付税 1,304万 2,000円の増、使用料 2,330万 3,000円の減、国庫

支出金として公立学校施設整備費補助金 7,002万 5,000円の増、県支出金として母子生活支援施設費負担金 

555万 5,000円の増、文化財保護費委託金 836万 1,000円の減、財産収入で 1,137万 4,000円の減、繰入金と

して財政調整基金繰入金 6,000万円の減、ふるさと創生基金繰入金 1,200万円の減、町債で１億 9,710万円

の減などであります。 

  歳出につきましては、民生費では、老人保健特別会計繰出金 3,545万円の増、介護保険特別会計繰出金 1,

632万 1,000円の増、統合保育所建設事業費で 1,268万 5,000円の減。 

 衛生費では、健康増進施設費で 1,031万円の減。 

 農林水産業費では、県営土地改良事業負担金 1,277万 6,000円の減、森林空間活用施設整備事業で 602万

円の減。 

 商工費では、小野田温泉保養センター等事業特別会計繰出金 3,240万円の増。 

 土木費では、町道整備事業 6,738万 5,000円の減。 

 消防費では、大崎地域広域行政事務組合負担金 937万 8,000円の減。 

 教育費では、広原小学校の整備事業費 7,680万円の減、宮崎小学校の大規模改修事業費では 3,482万 1,00
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0円の減、中新田文化会館改修事業費 1,937万円の減などのほか、予備費を増額するものであります。 

  よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。４番一條 光君。 

○４番（一條 光君） 13ページをお願いいたします。 

 使用料及び手数料で、健康増進施設 2,300万円の減となっております。この点に関しましては、支出にお

いても 1,000万円台の減がなっているわけでありますけれども、使用料に関してはかなりの額だろうと思い

ます。大きくもくろみが違ったなという感じがいたしますけれども、こういった背景にあるものは何だった

のか、１年間を振り返ってですね、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 13ページの健康増進施設の使用料初め使用料全般についてというお話でありますが、特

に13ページの 2,300万円については、いわゆるウォーターパーク等の使用料でございますが、今冬の豪雪ある

いは全体的な落ち込みがあっての原因ととらえているところであります。職員一丸となって集客に努めさせて

いただいたわけでありますが、やはり12月からのあのような豪雪で、お客さんの足が遠のいたという結果が大

きく響いているのではないかというふうな分析をいたしております。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質疑を終

結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

  これより議案第33号、平成17年度加美町一般会計補正予算（第10号）の採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第33号、平成17年度加美町一般会計補正予算（第

10号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

     日程第１８ 議案第３４号 平成１７年度加美町国民健康保険事業特別会計補正予算      

           （第３号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第18、議案第34号、平成17年度加美町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 
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○町長（星 明朗君） 議案第34号、平成17年度加美町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て、説明申し上げます。 

 今回、既定予算に、歳入歳出それぞれ 2，881万 5，000円を追加し、歳入歳出それぞれ26億 4,180万 4,000

円とする補正予算であります。 

  歳入につきましては、国庫支出金の療養給付費等負担金 831万 3,000円の増、共同事業交付金 1,262万 6,

000円の増、諸収入では 929万円の増などであります。 

  歳出につきましては、保険給付費 3,175万 4,000円の増、共同事業拠出金 140万 8,000円の減などのほか

事業費等の整理を行い、予備費を減額するものであります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質

疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

  これより議案第34号、平成17年度加美町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）の採決を行いま

す。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第34号、平成17年度加美町国民健 

康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

     日程第１９ 議案第３５号 平成１７年度加美町老人保健特別会計補正予算（第３号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第19、議案第35号、平成17年度加美町老人保健特別会計補正予算（第３号）を議題とい

たします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第35号、平成17年度加美町老人保健特別会計補正予算（第３号）について、説明申

し上げます。 

 今回、既定予算から歳入歳出それぞれ１億 7,998万 6,000円を減額し、歳入歳出それぞれ29億 185万 3,00

0円とする補正予算であります。 

  歳入につきましては、支払基金交付金 9,486万円の減、国庫支出金老人医療費負担金 9,840万 9,000円の
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減、県支出金老人医療費負担金 2,293万 5,000円の減、一般会計繰入金 3,545万円の増などであります。 

  歳出につきましては、医療給付費１億 6,594万 9,000円の減などのほか、事業費等の整理を行い、予備費

を減額するものであります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。12番近藤義次君。 

○12番（近藤義次君） 町長にお尋ねをいたしますけれども、老人保健会計の中で活躍を一番するのは、保健婦

の役割であります。きのうも行政改革の中で申し上げたわけですが、すべてが保健婦の肩にかかっているのが

現状の新制度のあり方であります。そういうことを考えると、行政改革の中で町長が増員ということをできな

いとすれば、やはり中新田に１カ所に集中して、そこから各地区に派遣させる方法でもとらないと、合理的な

新しい法律の運用ができないのではなかろうかというような感じがするんですが、その辺についてお尋ねをい

たしたいと思うのであります。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 昨日も御質問の中でちょうだいをいたしました。合併協議の中で職員数を減ずるという

ことの協議が成立をいたしておりまして、それに沿って毎年４分の１を基準として職員を減らしているわけで

ありますが、しかし、答弁申し上げましたとおり、福祉関係の部門ではむしろ仕事が業務がふえてきている現

状であります。あるいは、その現場等々においては職員を減ずるということができない。よって、どうしても

いわゆるデスクワークの事務方の職員を減ずる方向で職員の協力をいただいて頑張ってきてもらっているわけ

でありますが、団塊の世代の大量退職に伴って激変緩和ということも考えられると、きのう答弁を申し上げま

した。 

 その中で、やはり高齢化がどんどん進み、そして、子育て支援等々の業務を拡大をするということになり

ますれば、一方で職員減をして、事務方の減をやっていく傍ら、弾力的に、業務が大幅にふえている部門に

ついては、やはり時代の要請にかなうような増員も考えていかなければならないのではないかと思っており

ます。18年度中の状況を見ながら、後半、場合によっては技術職の雇用ということも考えていかなければな

らない。果たして新規の正職員とすべきか、あるいはノウハウを持っていらっしゃって、今現場でついてい

ない方々の、比較的年齢の多い方がいらっしゃれば、そういう方の再雇用ということも視野に入れながら検

討していかなければならないだろうと。なかなか保健師の補充というのは、かつては非常に採用困難な時代

がありましたから、そういうことも見きわめながら、慎重に長期的な視野に立って検討していかなければな

らないと思っております。（「集中の問題はどうですか。１カ所に集中して派遣する方法は」の声あり） 

 失礼しました。そのこともマンパワーの充実ということでは考えられる施策だと思いますが、合併して４
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年目、３年過ぎた。だけど、まだ３年しかたっていないという意味にもとれると思いますし、本町集中方式

ということもあるかもしれませんが、やはりサービスの現場というのは、その地域に近い方がやはりよりき

め細かなサービスができるのではないかと、私はそう考えておりますが、そのことについても検討の材料に

させていただきたいと、そう思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質疑を終

結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

 これより議案第35号、平成17年度加美町老人保健特別会計補正予算（第３号）の採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第35号、平成17年度加美町老人保健特別会計補正

予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

     日程第２０ 議案第３６号 平成１７年度加美町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第20、議案第36号、平成17年度加美町介護保険特別会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第36号、平成17年度加美町介護保険特別会計補正予算（第３号）について、説明申

し上げます。 

 今回、既定予算に、歳入歳出それぞれ 9，454万 4，000円を追加し、歳入歳出それぞれ15億 9,283万 8,000

円とする補正予算であります。 

  歳入につきましては、介護保険料 243万 6,000円の減、国庫支出金として介護給付費負担金 2,591万円の

増、普通調整交付金 1,642万 8,000円の増、支払基金交付金 2,210万 9,000円の増、県支出金の介護給付費

負担金 1,619万 3,000円の増、一般会計繰入金 1,632万 1,000円の増などであります。 

  歳出につきましては、保健給付費１億 1,187万円の増などのほか、事業費等の整理を行い、予備費を減額

するものであります。 

  よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質
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疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

 これより議案第36号、平成17年度加美町介護保険特別会計補正予算（第３号）の採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第36号、平成17年度加美町介護保険特別会計補正

予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

     日程第２１ 議案第３７号 平成１７年度加美町営駐車場事業特別会計補正予算（第      

           ２号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第21、議案第37号、平成17年度加美町営駐車場事業特別会計補正予算（第２号）を

議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第37号、平成17年度加美町営駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 

について、説明申し上げます。 

 今回、既定予算に、歳入歳出それぞれ97万 7，000円を追加し、歳入歳出それぞれ 1，046万 1,000円とする

補正予算と、町営駐車場施設清掃委託料と３件の債務負担行為の設定を行うものであります。歳入歳出予算

については、建物災害共済金を財源に駐車場ゲートの修繕を行うものであります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑ございませんか。12番近藤義次君。 

○12番（近藤義次君） 町長にお尋ねをするんですが、関連するんですが、町長、徳陽シティ銀行跡地は年々構

わないでおけば腐ってくるだけだから、駐車場にする以外ないと思うんですが、どのような考えを持っている

んですか。ちまたではいろいろな話を聞くわけですけれども、町長の考え方についてお尋ねをいたしたいと思

います。 

○議長（米澤秋男君） 町長。 

○町長（星 明朗君） 当該跡地につきましては、町が買い取りをさせていただいて数年たつわけであります

が、その利用方法について商店会に諮問をいたしましたが、はっきりとした結論はなくて、商店街振興のため

に何らかの利用をさせてほしいということでありますが、町としての考え方は、土地の形が非常に細長い土地
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であります。そして、いわゆる東側、花楽小路の反対側についてはもっと狭くて、隣の石川薬局さんと共同で

入り口として使用しているというような状況になっておりまして、余り大きな使い道はないのではないかと思

いますが、やはり商店街にちょっとした買い物においでになった方々の駐輪場でありますとか、駐車場として

整備をしてまいりたい。あるいは、いろいろなイベントのときには、お祭り広場的な、お休み場所的なものと

して使用してまいりたい。 

 それで、当初予算で取り壊し、整地等のことも考えたのでありますが、予算的に少し足りなかったもので

ありますから、できれば補正予算等々で対応したいというふうに考えております。冬まつりのときにお隣の

旧まるはち商店さんのお店を貸していただいて、とてもお客さんの評価がよかったものでありますから、許

されるならばまるはちさんとの話し合いをしながら、あそこのお店だけでも空き店舗の利活用をさせていた

だければ、一体的な利用ができるのではないかと考えております。まだ、まるはちさんとは交渉の場にはつ

いていないのでありますが、私の個人的なといいますか、町としての考えはそんなふうに思っております。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。14番福島久義君。 

○14番（福島久義君） ゲートの修理ということでございますけれども、私、以前にもお話し申し上げたことが

あると思いますけれども、何といいますかね、お金を入れて、ゲートが上がった瞬間に車が２台、３台ぐらい

おっつけて出ていくのがあるんですけれども、あれがセンサーの察知が何か悪いというようなことで前に伺っ

たようですけれども、ああいった駐車場ですので、やはり１台の料金で２台も３台も通過するというのはよく

見受けられますけれども、その辺も今度ゲート修理をする際にはやはり性能のよいゲートを取り付けたらいか

がなものでしょうかね。 

○議長（米澤秋男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（伊藤 東君） 今回のやつは修理、破損したものを共済金で直すと。全体的に新しいのが欲し

いんですが、なかなかこのような財政でうんと性能のいいのが難しいということで、今回は修理で何とか対応

したいと思っております。以上です。 

○議長（米澤秋男君） ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質疑を終

結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

 これより議案第37号、平成17年度加美町営駐車場事業特別会計補正予算（第２号）の採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第37号、平成17年度加美町営駐車場事業特別会計
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補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

     日程第２２ 議案第３８号 平成１７年度加美町小野田温泉保養センター等事業特別      

           会計補正予算（第３号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第22、議案第38号平成17年度加美町小野田温泉保養センター等事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第38号、平成17年度加美町小野田温泉保養センター等事業特別会計補正予算（第３

号）について、説明を申し上げます。 

 今回、既定予算から歳入歳出それぞれ 5，214万 3，000円を減額し、歳入歳出それぞれ３億 9,652万 4,000

円とする補正予算であります。 

  歳入につきましては、施設使用料 3,605万円の減、物品売払収入 4,740万円の減、一般会計繰入金 3,240

万円の増などであります。 

  歳出につきましては、各施設管理費を減額整理するとともに、予備費を減額するものであります。 

  よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質

疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

 これより議案第38号、平成17年度加美町小野田温泉保養センター等事業特別会計補正予算（第３号）の採

決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第38号、平成17年度加美町小野田温泉保養センタ

ー等事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。11時までです。 

    午前１０時４８分 休憩 

 

    午前１１時０２分 再開 
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○議長（米澤秋男君） 休憩を閉じ、再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

    日程第２３ 議案第３９号 平成１７年度加美町下水道事業特別会計補正予算（第４      

            号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第23、議案第39号、平成17年度加美町下水道事業特別会計補正予算（第４号）を議

題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第39号、平成17年度加美町下水道事業特別会計補正予算（第４号）について、説明

申し上げます。 

 今回、既定予算から、歳入歳出それぞれ 710万円を減額し、歳入歳出それぞれ16億 226万 6,000円とする補

正予算と、公共下水道整備事業について繰越明許費の設定を行うものであります。 

  歳入につきましては、下水道使用料 250万円の増、下水道基金繰入金 1,000万円の減などであります。 

  歳出につきましては、下水道基金積立金 1,200万円の増、施設管理費 1,071万 1,000円の減、下水道建設

費 713万 1,000円の減などのほか、事業費等の整理を行い予備費を増額をしております。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質

疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

 これより議案第39号平成17年度加美町下水道事業特別会計補正予算（第４号）の採決を行います。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第39号、平成17年度加美町下水道事業特別会計補

正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

     日程第２４ 議案第４０号 平成１７年度加美町浄化槽事業特別会計補正予算（第２      

           号） 

○議長（米澤秋男君） 日程第24、議案第40号、平成17年度加美町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）を議
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題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（星 明朗君） 議案第40号、平成17年度加美町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）について、説明

申し上げます。 

 今回、既定予算から、歳入歳出それぞれ 494万 4,000円を減額し、歳入歳出それぞれ 5,446万 3,000円と

する補正予算と、合併浄化槽管理業務に係る債務負担行為の追加及び地方債の変更を行うものであります。 

  歳入につきましては、受益者分担金30万 6,000円を増額したほか、浄化槽使用料30万円、一般会計繰入金3

5万円、町債 460万円をそれぞれ減額し、歳出については浄化槽管理費65万円、浄化槽建設費 429万 4,000円

をそれぞれ減額するものであります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（米澤秋男君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。13番佐藤澄男君。 

○13番（佐藤澄男君） 浄化槽の補正予算ですが、結局、ことしの設置はどれぐらいだったのか、その数。

それから、買い取りはどれぐらいあったか。その点についてただしておきたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（二瓶 悟君） 上下水道課長でございます。 

 ５人槽が２基です。それから、６人から10人槽が48基。合計50基でございます。 

 それから、個人の浄化槽の買い取り22件でございます。以上でございます。 

○議長（米澤秋男君） 13番。 

○13番（佐藤澄男君） 合併浄化槽の区域というのは特定されたところなんですが、この今の数字の内訳とし

て、地区ごとのがわかればひとつお示しをいただきます。 

○議長（米澤秋男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（二瓶 悟君） 内訳はちょっとここの手元にございませんので、今、早急に取り寄せますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（米澤秋男君） よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 ほかにございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。これにて討

論を終結いたします。 

 これより議案第40号、平成17年度加美町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）の採決を行います。 

 お諮りいたします。本件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。 



-98- 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米澤秋男君） 御異議なしと認めます。よって、議案第40号、平成17年度加美町浄化槽事業特別会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 


